
署
名
用
紙
配
布
に
当
初
力
を
入
れ
、

各
支
部
等
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、

そ
れ
以
外
は
日
中
友
好
新
聞
へ
折
り

込
み
、
早
速
数
名
の
方
か
ら
郵
送
で

送
く
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

渡
邉
会
長
か
ら
は
、
西
宮
市
で
の

学
習
会
参
加
者
か
ら
も
協
力
得
ら
れ

ま
し
た
。
直
属
会
員
の
方
の
中
に
は

２
回
３
回
と
協
力
い
た
だ
い
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
西
支
部
で
は
９
月
26

日
の
総
会
で
、
支
部
長
挨
拶
で
協
力

を
訴
え
、
最
後
に
は
学
習
会
を
行
な

い
、
後
日
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

城
北
支
部
で
は
府
連
へ
直
接
送
ら

れ
て
き
て
い
る
方
も
い
ま
す
が
、
役

員
中
心
に
多
く
集
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

堺
支
部
・
吹
田
支
部
も
役
員
中
心
に

運
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
習
会
に
つ
い
て
は
、
府
連
事
務

所
に
て
10
月
14
日
（
木
）
20
日
（
水
）

28
日
（
木
）
い
ず
れ
も
３
時
～
５
時

に
行
な
い
ま
す
、
時
間
の
都
合
が
つ

け
ば
お
越
し
く
だ
さ
い
、
必
要
あ
れ

ば
お
伺
い
も
い
た
し
ま
す
。

署
名
用
紙
も
足
ら
な
い
と
う
れ
し

い
連
絡
を
い
た
だ
き
、
お
送
り
し
て

い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
現
在
４
０
０
筆

近
く
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
峰
に
は
遠
く
一
層
の
ガ
ン
バ
リ
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
、
皆
さ
ま
の

温
か
い
ご
理
解
・
ご
協
力
お
願
い
い

た
い
し
ま
す
。

府
連
大
会
以
後
、
城
北
支
部
、
東

大
阪
支
部
、
富
田
林
支
部
結
成
準
備

の
中
で
堺
支
部
が
、
会
員
・
準
会
員

を
増
や
し
て
い
ま
す
。
吹
田
支
部
で

は
、
退
職
の
方
の
代
わ
り
を
同
じ
職

場
で
準
会
員
に
と
訴
え
ま
し
た
。

た
だ
、
こ
の
間
亡
く
な
ら
れ
た
方

や
中
国
語
教
室
を
お
休
み
の
方
も
あ

り
、
安
定
的
に
増
加
と
い
う
状
況
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
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中
国
「
残
留
孤
児
・
婦
人
」
２
世
の

生
活
支
援
等
を
求
め
る
請
願
署
名

陳
式
簡
化
テ
キ
ス
ト
発
行
を
記

念
し
て
、
陳
式
練
習
会
が
大
阪
府

連
主
催
で
月
１
回
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
毎

週
土
曜
日
午
後
は
三

国
福
祉
会
館
で
、
月

曜
日
午
後
は
府
連
教

室
で
練
習
し
て
い
ま

す
。私

は
府
連
教
室
で
、

恒
岡
先
生
と
尾
中
先

生
に
少
人
数
で
、
陳

式
36
式
基
本
功
を
学
ん
で
い
ま
す
。

中
国
語
教
室
の
空
き
時
間
を
利
用

し
て
い
る
の
で
、
２
時
半
か
ら
２

時
間
練
習
し
て
い
ま
す
。

肩
甲
骨
・
中
心
線
の
意
識
、

股
関
節
に
乗
る
、
腰
が
動
く
か

ら
～
や
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も

な
か
な
か
で
き
ま
せ
ん
。
第
１

段
が
終
わ
り
、
次
は
第
２
段
の

練
習
に
な
り
ま
す
。

（
山
本
範
枝
）

陳
式
太
極
拳
講
習
会

10
月
17
日
（
日
）
９
時

11
月
23
日
（
祝
）
９
時

北
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

講
習
は
第
１
段
の
復
習
と
第
２

段
の
練
習
。
指
導
は
恒
岡
老
師

太
極
拳
陳
式
月
曜
教
室
に
参
加
し
て

９
月
26
日
西
支
部
総
会
が
20
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
、
参
加
者
全

員
が
近
況
や
各
担
当
の
状
況
を
発

言
し
ま
し
た
。
２
月
に
亡
く
な
ら

れ
た
小
玉
利
生
さ
ん
に
黙
祷
を
捧

げ
、
支
部
長
挨
拶
で
開
会
、
西
支

部
設
立
時
の
市
村
事
務
局
長
と
、

憲
法
９
条
の
会
・
西
区
の
佐
野
彰

義
さ
ん
よ
り
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

平
松
事
務
局
長
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
使
っ
て
議
案
の
説
明
後
、
議

事
に
入
り
ま
し
た
。
討
論
で
は
18

名
の
方
が
積
極
的
に
発

言
さ
れ
ま
し
た
。
本
年

も
永
年
20
年
会
員
が
誕

生
し
ま
し
た
。
記
念
と

し
て
恒
例
の
鈴
木
画
伯

（
会
員
）
に
よ
り
ま
す

似
顔
絵
に
皆
さ
ん
の
お

祝
い
の
言
葉
を
添
え
て
、

記
念
バ
ッ
チ

と
も
ど
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
い

た
し
ま
し
た
。

総
会
終
了

後
、
残
留
帰

国
（
孤
児
・

婦
人
）
２
世

支
援
署
名
の

学
習
会
を
行

い
ま
し
た
。

署
名
を
訴

え
る
中
で
残
留
孤
児
・
婦
人
っ
て

何
と
い
う
声
が
聞
こ
え

た
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
で
歴
史
を
投
影
し

な
が
ら
説
明
し
て
、
最

後
に
署
名
協
力
を
訴
え

ま
し
た
。

（
発
言
な
ど
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
掲
示
板
に
詳
報
）

西
支
部
総
会

全
員
が
発
言

10
月
28
日(

木)

11
時
か
ら
６
時

11
月
２
日(

火)

３
時
半

会
場

ホ
ル
ベ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

地
下
鉄
谷
町
９
丁
目
①
⑥
・

近
鉄
上
本
町
⑦
出
口
か
ら
徒
歩
３
分

（
き
り
え
は
五
月
の
節
句
・
石
井

ツ

ル

ミ

さ

ん
）入

場

料

は
無
料

主
催

全
大
阪
き

り
え
連
絡

会

き
り
え
美
術
展

９
月
30
日
（
木
）
第
24
回
女
性

部
運
営
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
。

前
半
は
、
山
本
恒
人
先
生
を
講
師

に
学
習
を
し
ま
し
た
。
８
月
に
習

近
平
主
席
が
「
共
同
富
裕
を
進
め
、

貧
困
か
ら
の
脱
却
を
」
と
宣
言
。

戦
後
鄧
小
平
に
よ
る
経
済
改
革
で

め
ざ
ま
し
い
経
済
発
展
を
遂
げ
た

中
国
で
す
が
、
豊
か
に
な
れ
る
者

か
ら
先
に
豊
か
に
な
る
「
先
富
論
」

を
と
っ
た
結
果
モ
デ
ル
区
と
な
っ

た
都
市
部
と
農
村
と
の
格
差
が
生

じ
て
大
き
な
問
題
と
し
て
今
日
ま

で
来
ま
し
た
。

驚
い
た
事
は
、
共
同
富
裕
の
策

と
し
て
農
村
、
低
所
得
層
の
貧
困

対
策
に
「
支
援
」
と
し
て
大
企
業

か
ら
寄
付
を
求
め
る
と
い
う
慈
善

事
業
策
な
の
で
し
た
。
「
格
差
の

な
い
社
会
」
と
は
、
も
ち
ろ
ん
所

得
も
あ
り
ま
す
が
人
間
ら
し
く
あ

る
た
め
に
必
要
な
も
の
、
健
康
、

教
育
、
福
祉
、
豊
か
で
安
心
安
全

な
環
境
、
文
化
、
思
想
・
発
言
の

自
由
や
選
挙
制
度
な
ど
の
保
障
で

す
。
こ
の
格
差
に
は
手
は
つ
け
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
先
も
金
持
ち
優
遇
制
度
は

変
わ
ら
な
い
の
で
は
と
、
お
話
を

聞
く
う
ち
に
疑
問
が
次
々
と
出
て

き
ま
し
た
。
天
安
門
事
件
を
は
じ

め
今
も
あ
る
人
権
弾
圧
を
み
る
と
、

め
ざ
す
「
格
差
の
な
い
社
会
の
実

現
」
が
空
虚
で
、
危
う
い
国
に
見

え
て
し
ま
う
の
で
す
。

後
半
の
話
し
合
い
で
は
、
長
い

間
自
粛
活
動
が
続
き
ま
し
た
が
、

11
月
22
日
に
「
中
国
ゆ
か
り
の
地

を
め
ぐ
る
」
シ
リ
ー
ズ
で
、
道
修

町
に
あ
る
「
少
彦
名
神
社
」
と

「
く
す
り
会
館
」
を
訪
問
す
る
事

に
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

（
平
澤
京
子
）

女
性
部
「
共
同
富
裕
」
の
時
代
を
学
ぶ

西
支
部
は
中
国
を
知
る
学
習
会

を
企
画
し
ま
し
た
。
日
中
カ
レ
ン

ダ
ー
の
写
真
を
見
な
が
ら
、
中
国

各
地
の
地
理
や
歴
史
を
学
び
ま
す
。

講
師
は
前
回
に
引
き
続
き
、
中
国

百
科
検
定
試
験
特
級(

マ
ス
タ
ー

コ
ー
ス)

の
井
上
正
道
さ
ん
が
担

当
し
ま
す
。

大
阪
府
連
２
０
５
号
室

10
月
17
日(

日)

２
時

１

級

講

座

10
月
20
日(

水)

６
時
半

高
田
佳
誉
子

特
級
講
師

大
阪
府
連
事
務
所

２
０
５
号
室

中
国
を
知
る
学
習
会

お薬の神・炎帝神農の「少彦名神社」
古代中国の伝承に登場する三皇五帝の

一人。人々に医療と農耕の術を教えたと

されています。

１１月２２日（月）「神嘗祭」

１０時地下鉄「北浜駅」⑥番出口改札

参加費 ：無料（参加連絡は事務局まで）

＜主催＞大阪府連女性部

百
科
検
定

級
別
講
座

会
員
拡
大
の
お
願
い
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堺
支
部
で
は
、
堺
を
拠
点
に
活

動
さ
れ
た
き
り
え
作
家
、
加
藤
義

明
さ
ん
（
故
人
）
の
作
品
の
保
存

運
動
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

運
動
は
、
支
部
役
員
の
前
田
尋

さ
ん
（
き
り
絵
作
家
・
加
藤
さ
ん

は
師
匠
）
を
中
心
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
び
と
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
保
存
運
動
に
い
く
つ
か

の
進
展
が
あ
り
ま
し
た
。
報
告
い

た
し
ま
す
。

➊
加
藤
義
明
さ
ん
の
切
り
絵

活
用
に
つ
い
て
の
相
談
会

８
月
５
日
、
「
堺
市
立
多
文
化

交
流
プ
ラ
ザ
・
さ
か
い
」
で
当
面

の
活
動
に
つ
い
て
、
申
し
合
わ
せ

を
し
ま
し
た
。

➋
健
康
福
祉
短
大
と
の

懇
談
会

８
月
19
日/

健
康
福
祉
短
大
キ
ャ
ン

パ
ス
で
。
泉
ヶ
丘
駅
か
ら
徒
歩
８

分
、
小
学
校
跡
地
に
健
康
福
祉
短

大
が
あ
り
ま
す
。
ち
い
さ
な
木
造

の
平
屋
校
舎
が
中
庭
を
囲
み
、
懐

か
し
い
気
分
に
な
り
ま
す
。
懇
談

会
は
中
庭
の
テ
ラ
ス
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

前
田
さ
ん
か
ら
、
加
藤
さ
ん
の

こ
と
や
こ
れ
ま
で
の
経
緯
が
説
明

さ
れ
ま
し
た
。
健
康
福
祉
短
大
の

真
鍋
学
長
か
ら
、
ま
だ
建
設
中
だ

が
、
地
域
に
ひ
ら
か
れ
た
カ
フ
ェ

も
計
画
し
て
い
ま
す
。
実
際
の
作

品
を
見
せ
て
い
た
だ
い
た
上
で
、

学
内
展
示
を
考
え
て
い
き
た
い
、

と
の
ご
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

支
部
か
ら
、
浅
田
、
上
村
、
城
、

井
上
、
藤
田
が
参
加
し
ま
し
た
。

➌
『
加
藤
義
明
き
り
絵
の
世

界
展
』
を
特
別
鑑
賞

９
月
４
日/

Ｇ
ａ
ｌ
ｌ
ｅ
ｒ
ｙ
キ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
〔
長
居
〕
長
居
駅
に
ほ

ど
近
い
住
宅
街
の
中
に
、
ふ
つ
う

の
民
家
を
改
装
し
た
あ
た
た
か
い

雰
囲
気
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
あ
り
ま

し
た
。
真
鍋
学
長
、
高
瀬
事
務
長

が
来
ら
れ
、
前
田
さ
ん
の
案
内
で

作
品
を
鑑
賞
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
か
ら
、
浅
田
、
上
村
、
姫

田
、
藤
田
が
参
加
し
ま
し
た
。

（
藤
田
大
輔
）

加
藤
義
明
さ
ん
の
き
り
絵
作
品
を

多
く
の
市
民
に
広
げ
よ
う

９
月
11
日
、
日
中
友
好
協
会
城

北
支
部
は
中
国
映
画
「
變
面
」

（
へ
ん
め
ん
）
観
賞
会
を
城
東
生

活
と
健
康
を
守
る
会
事
務
所
で
開

催
し
８
人
が
観
賞
し
ま
し
た
。
冒

頭
に
西
脇
義
彦
氏
よ
り
中
国
「
残

留
孤
児
・
婦
人
」
二
世
の
生
活
支

援
の
運
動
と
請
願
署
名
の
取
組
の

重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
が
さ
れ
ま

し
た
。

観
賞
会
に
参
加
し
た
人
の
多
く

が
中
国
映
画
は
初
め
て
と
い
う
方

で
し
た
。
清
朝
末
期
の
四
川
省
成

都
を
舞
台
に
變
面
王
の
老
人
と
そ

の
芸
を
継
承
さ
せ
る
た
め
に
人
身

売
買
で
買
っ
た
子
ど
も
を
と
の
情

愛
に
満
ち
た
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

映
画
で
す
。

観
賞
後
の
参
加
者
の
感
想

は
、
「
心
打
つ
映
画
だ
っ
た
。

中
国
映
画
は
見
た
こ
と
が
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
充
分
期
待

に
応
え
た
映
画
で
し
た
。
中

国
百
科
検
定
試
験
に
役
立
つ

映
画
を
こ
れ
か
ら
も
見
た
い
。
」

「
心
と
心
の
通
う
映
画
で
初
め
て

見
て
胸
が
し
び
れ
た
。
」
「
実
際

の
變
面
を
見
た
こ
と
が
あ
る
、
す

ご
い
芸
だ
っ
た
。
今
回
中
国
伝
統

芸
を
再
び
見
ら
れ
て
感
動
し
た
。
」

な
ど
感
想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
西
脇
義
彦
）

16
日
の
受
験
促
進
講
座
は
、
西

脇
義
彦
・
副
支
部
長
（
マ
イ
ス
タ
ー

資
格
）
が
講
師
を
つ
と
め
大
判
の

中
国
全
域
の
地
図
を
用
意
し
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
も
使
っ

て
中
国
の
文
化
、
歴

史
、
地
理
な
ど
を
縦

横
に
語
る
講
義
に
参

加
者
は
驚
き
と
感
心

の
連
続
で
し
た
。

講
座
は
初
級
、
３

級
の
問
題
集
を
使
い
、

初
級
の
40
問
の
回
答

を
出
し
合
い
、
そ
の

説
明
・
解
説
で
す
す

め
ら
れ
ま
し
た
。
要
所
要
所
で
西

脇
講
師
か
ら
説
明
が
あ
り
、
学
ん

だ
内
容
は
初
級
ど
こ
ろ
か
相
当
広

い
範
囲
に
わ
た
っ
て
詳
細
に
教
え

て
も
ら
い
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
「
中
国
の
地
理
名

の
漢
字
が
読
め
ず
困
っ
て
い
ま
す
。
」

「
中
国
の
歴
史
の
古
さ
奥
深
さ
を

痛
感
し
ま
し
た
。
」
大
変
盛
り
上

が
り
勉
強
に
な
っ
た
学
習
会
で
し

た
。

（
佐
藤
倫
理
）

百
科
検
定
試
験
に
役
立
つ
中
国
映
画

變
面
（
へ
ん
め
ん
）
観
賞
会
成
功

黒
田
府
政
の
頃
で
す
か
ら
40
年

以
上
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
私
が

知
り
合
い
に
な
っ
た
こ
ろ
す
で
に

小
玉
さ
ん
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
出
か
け

る
な
ど
山
男
と
し
て
も
有
名
で
、

そ
の
小
玉
さ
ん
が
あ
る
日
突
然
、

私
が
主
宰
す
る
空
手
部
に
「
空
手

を
習
い
た
い
」
と
た
ず
ね
て
き
ま

し
た
。

「
何
か
あ
る
な
？
」
と
思
っ
て
聞

い
た
と
こ
ろ
、
実
は
山
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
の
た
め
に
空
手
を
習
い
に

中
央
電
報
局
の
空
手
部
に
行
っ
た

と
こ
ろ
、
い
き
な
り
組
手
を
や
ら

さ
れ
、
蹴
ら
れ
て
ア
バ
ラ
に
ひ
び

が
入
っ
た
と
の
事
「
全
く
の
素
人

に
怪
我
を
さ
せ
る
な
ど
許
せ
な
い

思
い
だ
っ
た
」
の
だ

と
思
い
ま
す
。

良
い
で
す
よ
と
言
っ

て
一
緒
に
稽
古
を
す

る
こ
と
に
事
に
な
り

稽
古
を
始
め
た
の
で
す
が
毎
回
、

私
が
稽
古
場
に
行
く
と
す
で
に
汗

だ
く
で
、
一
人
で
稽
古
を
し
て
い

ま
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
、
気

が
つ
く
と
中
央
電
報
局
の
空
手
部

で
黒
帯
（
有
段
者
）
に
な
っ
て
い

た
の
で
「
あ
の
悔
し
い
思
い
」
は

解
決
し
た
の
で
し
ょ
う

そ
れ
か
ら
山
の
帰
り
に
よ
く
、

天
然
の
わ
さ
び
や
手
作
り
の
燻
製

に
し
た
岩
魚
を
持
て
道
場
に
き
て

く
れ
ま
し
た
。
「
あ
の
岩
魚
の
美

味
し
か
っ
た
こ
と
一
生
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
」
。
そ
れ
に
小
玉
さ

ん
は
災
害
が
あ
る
と
食
料
と
テ

ン
ト
を
自
前
で
、
が
れ
き
の
撤

去
作
業
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
く
出
か
け
て
い
ま
し
た
、

東
北
地
震
、
阪
神
大
震
災
、
熊

本
地
震
等
に
も
参
加
し
て
い
ま
す

「
が
れ
き
の
山
の
中
で
が
れ
き
と

格
闘
、
が
れ
き
の
撤
去
を
し
て
い

る
小
玉
さ
ん
の
姿
が
目
に
浮
か
び

ま
す
」

あ
る
と
き
は
大
阪
城
の
天
守
閣

の
大
屋
根
の
上
で
の
清
掃
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
珍
し
い
の
は
大
阪
の
機

動
隊
に
冬
山
訓
練
の
教
官
と
し
て

指
導
に
当
た
る
な
ど
、
沖
縄
の
辺

野
古
基
地
反
対
の
闘
争
に
も
よ
く

参
加
し
て
い
ま
し
た

２
・
３
年
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
山
で
50
メ
ー
ト
ル
も
滑
落
、
木

の
枝
に
ひ
か
か
っ
て
、
骨
折
や
全

身
打
撲
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
九

死
に
一
生
」
、
奇
跡
の
リ
ハ
ビ
リ

で
復
活
を
果
た
し
ま
し
た
。

生
前
、
私
に
「
恒
さ
ん
と
一
度

山
に
行
き
た
い
」
と
い
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
果
た
さ
れ
ず
先
に
あ

の
世
の
旅
に
出
か
け
て
し
ま
い
ま

し
た
。
「
小
玉
ち
ゃ
ん
本
当
に
有

難
う
！
」
正
義
感
の
強
い
、
活
発

な
人
で
し
た
。

「
こ
こ
ろ
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り

い
た
し
ま
す
」
（
恒
岡
正
勝
）

小
玉
利
生
さ
ん
と
の
出
会
い
・
思
い
出

Ｂ
４
判
・
28
ペ
ー
ジ
中
綴
じ
で

定
価
１
２
０
０
円
で
す
。

府
連
事
務
局
や
各
支
部
で
販
売

し
ま
す
。
中
国
各
地
の
名
所
旧
跡

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
カ
レ
ン
ダ
ー

「
中
国
悠
久
の
旅
」

21
年
大
阪
府
連
へ
の
夏
期
募
金

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
９
月
末

現
在
２
支
部
52
名
か
ら
15
万
円
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

東
田
協
直
、
押
川
直
孝
、
東
大

阪
支
部
、
吉
田
光
子
、
玉
井
質

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

９
月
末
現
在
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

副
島
昭
一
、
堀
江
幸
雄
、
久
保

田
真
理
子
、
高
田
佳
誉
子
、
大
垣

富
子
、
土
井
一
正
、
馬
場
美
津
恵

夏
季
募
金
あ
り
が
と
う

協
会
創
立
70
周
年
募
金

ご
協
力
あ
り
が
と
う


